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公立大学法人 福井県立大学
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本日の内容

褥瘡発生危険因子 スキン‐テア

スキン‐テアとは

スキン‐テアの リスクアセスメント

スキン‐テアの発生・再発の予防ケア

スキン‐テア 発生時の評価方法
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言葉の区別

スキンスキンケア スキンスキン‐‐テア

Skin care Skin tear
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スキン‐テア

テア

tear

ティア

涙 裂け目，破れ目，ほころび

skin
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平成 年度診療報酬改定

平成 年度診療報酬改定説明会 平成 年 月 日開催 資料より

https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12400000-Hokenkyoku/0000198532.pdf

スキン テアの発生は、ブレーデンスケールの低い得点（褥瘡発生リスク
あり）と相関している

1) Sanada H, Nakagami G, Koyano Y, et al: Incidence of skin tears in the extremities among elderly patients at a long-term medical facility in Japan: A prospective 
cohort study, Geriatric Gerontology  15(8):1058-63, 2015.
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褥瘡対策に関連する
入院時に確認・評価する事項

身体的・社会的・精神的背景を含めた患者情報の把握

入院前に利用していた介護サービスまたは福祉サービスの
把握

褥瘡に関する危険因子評価

栄養状態の評価

服薬中の薬剤の確認

退院困難な要因の有無の評価

入院中に行われる治療・検査の説明

入院生活の説明
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褥瘡対策 入院時のアセスメント

基本的動作能力

病的骨突出

関節拘縮

栄養状態低下

皮膚湿潤

皮膚の脆弱性（浮腫）

皮膚の脆弱性（スキン‐テアの保有、既往）

外
力

組
織
耐
久
性
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褥瘡ケア
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【外力発生要因】

【個体要因】

リスクアセスメント

基本的動作能力
病的骨突出
関節拘縮

栄養状態低下
皮膚湿潤
浮腫
スキン‐テア
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本日の内容

褥瘡発生危険因子 スキン‐テア

スキン‐テアとは

スキン‐テアの リスクアセスメント

スキン‐テアの発生・再発の予防ケア

スキン‐テア 発生時の評価方法
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除外するもの

摩擦・ずれによって、皮膚が裂けて生じる
真皮深層までの損傷（部分層損傷）

天疱瘡、類天疱瘡、
先天性表皮水疱症等

の創傷も含める

褥瘡
医療関連機器

圧迫創傷
（MDRPU）

失禁関連
皮膚障害
（IAD）

スキン‐テア
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スキン テア Skin tear 皮膚裂傷
摩擦・ずれによって、皮膚が裂けて生じる摩擦・ずれによって、皮膚が裂けて生じる真皮深層までの損傷

（部分層損傷）

外力が関係する天疱瘡、類天疱瘡、先天性表皮水疱症等の創傷

については、疾患に由来するものか判断し難いため 含める

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会：ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より



© 3M 2020. All Rights Reserved

皮膚の構造

基底層

真皮深層

汗腺

皮脂腺

表皮
epidermis

真皮
dermis

皮下組織
Subcutaneous layer

脂肪組織

静脈

動脈

神経終末

毛根
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高齢者の皮膚
表皮と真皮の結合の特徴

表皮

真皮・
コラーゲン

繊維

皮下組織
・

皮下脂肪

成人 高齢者
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スキン‐テアの有病率
日本創傷・オストミー・失禁管理学会による調査 ）
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）日本創傷・オストミー・失禁管理学会 学術教育委員会 オストミー・スキンケア担当 スキン‐テアワーキンググループ： の所属施設におけるスキン‐テア
の実態調査，

調査対象者 名 スキン‐テア 保有患者 名

加齢に伴いスキン‐テア 発生しやすい
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どういうときに
スキン‐テアは発生するのか？
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スキン‐テア 発生の具体例

• 四肢がベッド柵に擦れて皮膚が裂けた

• 絆創膏を剥がすときに皮膚が裂けた

• 車椅子等の移動介助時にフレーム等に擦れて皮膚が裂けた

• 医療用リストバンドが擦れて皮膚が裂けた

• リハビリ訓練時に身体を支持していたら皮膚が 裂けた

• 体位変換時に身体を支持していたら皮膚が裂けた

• 更衣時に衣服が擦れて皮膚が裂けた

• 転倒したときに皮膚が裂けた

• ベッドから転落したときに皮膚が裂けた

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会：ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より
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スキン‐テアのケア

• 発生しそうな人を予測

• スキン テアの保有

• スキン テアの既往

• 適切なケアを提供

• 発生した際には、スキン テアを評価し対処

リスクアセスメント
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外力発生要因

個体要因

リスクアセスメント
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リスクアセスメント

• 加齢（ 歳以上）

• 治療（長期ステロイド薬使用、

抗凝固薬使用）

• 低活動性 過度な日光曝露歴

（屋外作業・レジャー歴）

• 抗がん剤・分子標的薬治療歴

• 放射線治療歴

• 透析治療歴 低栄養状態

（脱水含む）

• 認知機能低下

• 乾燥

• 鱗屑

• 紫斑

• 浮腫

• 水疱

• ティッシュペーパー様

• （皮膚が白くカサカサして薄い状態）

全身状態 皮膚状態

１項目でも該当すると
個体要因リスクあり

個体要因

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会：ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より
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リスクアセスメント

• 痙攣・不随意運動

• 不穏行動

• 物にぶつかる

（ベッド柵、車椅子など）

• 医療用テープの貼付

• 器具（抑制具、医療体位変換・

移動介助（車椅子、 ストレッ

チャーなど）

• 入浴・清拭等の清潔ケアの介助

• 更衣の介助

• 器具（抑制具、医療用リスト

バンドなど）の使用

• リハビリテーションの実施

患者行動 管理状況

１項目でも該当すると
外力発生要因リスクあり

患者本人の行動によって
摩擦・ずれが生じる場合

外力発生
要因

ケアによって
摩擦・ずれが生じる場合

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会：ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より
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スキン‐テアの既往

過去にスキン‐テア発生した場合、その痕跡がある

スキン‐テアの既往がある場合、脆弱な皮膚、スキン‐

テアを発生するリスクありと判断する
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皮膚をよく観察

スキン‐テアの既往
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スキン‐テアの既往

白い「線状」

白い「星状」
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スキン‐テアの
再発・予防ケアのポイント

• 外力からの保護

• 皮膚の保湿

• 栄養管理

• 医療・介護メンバーとの情報共有・ケア指導

• 患者・家族への教育
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スキン‐テア
どこに発生しやすいか？
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外力を予防する ー上肢の場合ー

腕カバー 装着

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会： ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より

手背と肘関節の上までカバー
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医療用リストバンド装着時の保護

接触する部分に柔らかい素材

のものでカバー

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会： ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より
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外力を予防する ー下肢の場合ー

靴下、レッグカバー を着用
パジャマの裾がはだけないようにする

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会： ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より
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外力を予防する －周辺環境－

ベッド柵カバー使用例

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会： ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より
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保湿ケア

日 回の保湿ケアの提供で、スキンテア発生を低減

Keryln C, Gavin L, et Al: The effectiveness of a twice‐daily skin‐moisturising regimen for reducing the incidence of skin tears, International 
Wound Journal, 11(4), 446-453, 2014.

皮膚の乾燥 ➡ 摩擦がおこりやすい
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保湿ケア

⚫ ローションタイプの保湿剤を使用
⚫ やさしく 毛の流れに沿って
⚫ 回／日
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認知機能低下している高齢者の課題

• ケアの必要性説明について

その時は理解 しかし、その理解は保持（継続）

できない（短期記憶は保持されない）

施設スタッフや家族
保湿ケアへの理解・協力が重要

ケアを提供できる

施設スタッフや家族

環境 を作り出す

施設スタッフや家族施設スタッフや家族

環境
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スキン テアの発生状況と件数

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会：ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より

テープ剥離時は、
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テープテア
医療用テープによるスキン‐テア
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テープを使用する場合の検討事項

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会：ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より
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医療用テープの 剥がし方
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フィルムドレッシングの剥がし方
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やってはいけない
フィルムドレッシングの剥がし方
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剥離剤（リムーバー）を使用
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創傷を発見！

リスクアセスメント
発生状況をアセスメント

スキンテア分類システムで
創部をアセスメント

それは、スキン‐テアなのか？

真皮深層までの損傷か？
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創縁を（過度に伸展さ せることなく）正常な解剖学的位置に戻すこ

とができ、皮膚または 皮弁の色が蒼白、薄 黒い、または黒ずんで

いるスキン‐テア。

１ｂ

カテゴリー
創縁を（過度に伸展
させることなく）正
常な解剖学的位置に
戻すことができ、皮
膚または皮弁の色が
蒼白でない、薄黒く
ない、または黒ずん
でいないスキンテア

カテゴリー
創縁を（過度に伸展
させることなく）正
常な解剖学的位置に
戻すことができるが、
皮膚または皮弁の色
が蒼白、薄黒い、ま
たは黒ずんでいるス
キンテア

カテゴリー
創縁を正常な解剖学
的位置に戻すことが
できないが、皮膚ま
たは皮弁の色が蒼白
でない、薄黒くない、
または黒ずんでいな
いスキンテア

カテゴリー
創縁を正常な解剖学
的位置に戻すことが
できないが、皮膚ま
たは皮弁の色が蒼白、
薄黒い、または黒ず
んでいるスキンテア

カテゴリー
皮弁が完全に欠損し
ているスキンテア

スキンテア分類システムにて評価
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分類システムの 数字と文字の意味

皮弁で創面が皮弁で創面が皮弁で創面が覆える 皮弁で創面が皮弁で創面が皮弁で創面が覆えない 皮弁が皮弁が皮弁がない

カテゴリー
創縁を（過度に伸展させる
ことなく）正常な解剖学的
位置に戻すことができ、皮
膚または
位置に戻すことができ、皮

皮弁の
位置に戻すことができ、皮位置に戻すことができ、皮

のの色が蒼白膚または 皮弁ののの色が蒼白
でない、薄黒くない、またでない、薄黒くない、また
は黒ずんでいないスキンテ
ア

カテゴリー
創縁を正常な解剖学的位置
に戻すことができないが、
皮膚または
に戻すことができないが、
皮膚または皮弁の
に戻すことができないが、に戻すことができないが、

のの色が蒼白皮膚または皮膚または皮弁ののの色が蒼白
でない、薄黒くない、またでない、薄黒くない、また
は黒ずんでいないスキンテ
ア

カテゴリー
皮弁が完全に欠損している
スキンテア

カテゴリー
創縁を（過度に伸展させる
ことなく）正常な解剖学的
位置に戻すことができるが、
皮膚または
位置に戻すことができるが、
皮膚または皮弁の
位置に戻すことができるが、位置に戻すことができるが、

のの色が蒼白、皮膚または皮膚または皮弁ののの色が蒼白、
薄黒い、または黒ずんでい薄黒い、または黒ずんでい
るスキンテア

カテゴリー
創縁を正常な解剖学的位置
に戻すことができないが、
皮膚または
に戻すことができないが、
皮膚または皮弁の
に戻すことができないが、に戻すことができないが、

のの色が蒼白、皮膚または皮膚または皮弁ののの色が蒼白、
薄黒い、または黒ずんでい薄黒い、または黒ずんでい
るスキンテア

皮弁が生着
皮弁で覆えない部分は

表皮の再生
表皮の再生

色調
周囲と
比べ差
がない

色調
周囲と
比べ差
が
比べ差
がある

分類することで
創傷管理方法がわかる
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スキン テアの予防と
管理のアルゴリズム

一般社団法人 日本創傷・オストミー・失禁管理学会：
ベストプラクティス スキンテア 予防と管理 より引用
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患者さんの皮膚を健やかに保つために

スキン‐テアをつくらない取り組みに役

立てていただければ幸いです

本日はありがとうございました。

おわりに
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本内容に関するお問い合わせは、
下記までメールにてお願いいたします。

3mhc.jp@mmm.com




